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大
阪
は
巨
大

だ
が
地
方
都
市

だ
か
ら
東
京
ほ

ど
は
盆
休
み
の

帰
省
者
は
多
く
な
い
。
都
会

育
ち
の
私
が
結
婚
し
て
妻
の

里
へ
帰
省
し
た
ら
、
当
時
の

近
所
の
農
家
で
は
大
抵
家
畜

小
屋
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

十
数
年
経
つ
と
、
の
ど
か
な

牛
の
鳴
き
声
は
聞
け
な
く
な

っ
て
、
か
つ
て
の
牛
小
屋
は

車
庫
に
な
り
ト
ラ
ク
タ
ー
が

収
ま
っ
て
い
た
。

　

日
本
経
済
の
高
度
成
長
を

反
映
し
て
農
家
の
近
代
的
経

営
が
始
ま
り
、
減
反
政
策
と

ト
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
ー
ン
と
燃

費
の
負
担
で
お
百
姓
さ
ん
の

目
付
き
と
田
園
風
景
と
の
穏

や
か
さ
が
減
り
、
日
本
の
食

料
自
給
率
が
激
減
し
て
い
っ

た
。

　

農
家
だ
け
で
な
く
、
日
本

中
の
国
際
競
争
と
無
縁
な
小

企
業
が
近
代
化
に
伴
う
設
備

投
資
で
借
金
だ
ら
け
に
な
っ

て
い
る
。

　

償
却
す
る
前
に
、
新
機
種

が
登
場
し
新
た
な
ロ
ー
ン
が

組
ま
れ
、
負
債
は
増
え
て
経

営
者
だ
け
が
老
化
し
劣
化
し

た
。

　

医
療
機
関
で
も
、
次
々
と

新
機
種
新
設
備
が
、
公
共
事

業
み
た
い
な
極
甘
な
需
要
予

測
の
も
と
に
導
入
さ
れ
、
過

重
金
利
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

新
自
由
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義
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の
対
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う
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福
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国
家
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後
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夫

　

「
構
造
改
革
」
以
前
も
今

も
、
日
本
は
福
祉
国
家
と
は

言
い
が
た
い
。
20
世
紀
末
ま

で
、
日
本
で
福
祉
国
家
の
代

わ
り
を
し
て
い
た
の
が
、
大

企
業
中
心
の
経
済
成
長
に
国

家
施
策
の
大
半
を
費
や
す
開

発
主
義
国
家
体
制
で
あ
る
。

日
本
型
雇
用
、
お
よ
び
、
補

助
し
た
。

　

新
自
由
主
義
改
革
は
、
福

祉
国
家
と
開
発
主
義
国
家
の

両
者
を
破
壊
の
対
象
と
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国

家
は
新
自
由
主
義
改
革
へ
の

強
い
抵
抗
力
を
見
せ
た
が
、

み
、
国
内
経
済
の
長
期
停
滞

が
生
じ
た
。

富
を
還
流

　

新
福
祉
国
家
構
想
は
、
こ

う
し
た
新
自
由
主
義
改
革
へ

の
対
抗
構
想
で
あ
り
、
現
在

強
力
な
労
働
規
制
に
よ
る
健

全
な
労
働
市
場
と
最
低
生
活

保
障
の
諸
制
度
の
本
格
的
構

築
を
行
い
、
同
時
に
、
国
内

・
地
域
内
の
経
済
循
環
と
必

要
な
産
業
の
維
持
・
育
成
を

は
か
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

て
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

野
放
図
な
拡
大
と
多
国
籍
資

本
の
横
暴
を
規
制
す
る
こ
と

は
、
新
福
祉
国
家
の
維
持
・

発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
。
新

福
祉
国
家
運
動
の
担
い
手

は
、
保
守
派
を
含
め
、
多
国

籍
企
業
中
心
の
政
治
と
闘

う
、
す
べ
て
の
階
級
、
階

層
、
産
業
、
地
域
の
人
び
と

で
あ
る
。
消
費
税
、
原
発
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
市
民
運

動
と
地
域
・
業
界
の
運
動
の

広
が
り
は
示
唆
的
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
で
は
、
強
力
な

産
業
別
労
働
組
合
運
動
の
構

築
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
と
な
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

助
金
と
規

制
に
よ
る

所
得
再
分

配
（

地

方
、
農
林

業
な
ど

へ
）
は
経
済
成
長
の
成
果
を

分
配
す
る
回
路
で
あ
っ
た
。

福
祉
国
家
が
生
活
を
直
接
的

に
保
障
す
る
と
す
れ
ば
、
開

発
主
義
国
家
は
、
経
済
成
長

と
日
本
型
雇
用
な
ど
を
間
に

お
い
て
そ
れ
を
間
接
的
に
援

日
本
の
開
発
主
義
の
抵
抗
は

弱
く
、
す
で
に
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通

り
だ
。
20
世
紀
末
か
ら
賃
金

が
下
が
り
続
け
て
貧
困
が
拡

大
し
、
消
費
需
要
が
落
ち
込

の
社
会
的
危
機
を
救
う
と
と

も
に
、
相
当
の
期
間
、
進
化

し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
社

会
構
想
と
し
て
提
案
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
れ
は
、
福
祉
国
家
諸
国

の
到
達
点
を
念
頭
に
置
き
、

多
国
籍
企
業
群
に
蓄
積
さ
れ

た
富
を
、
賃
金
と
税
・
社
会

保
険
料
を
中
心
に
国
内
に
環

流
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
国

内
消
費
が
拡
大
し
て
経
済
成

長
も
可
能
と
な
ろ
う
。

　

強
力
な
国
際
連
携
に
よ
っ

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

医療「改革」・改憲の狙いに迫る
サマーセミナー 選挙後に社会保障はどう変わるか

８
月
25
日
、Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く

５
万
筆
め
ざ
し
街
頭
宣
伝

「
保
険
で
良
い
歯
科
」署
名
訴
え
る

戸
井
政
策
部
長
が
呼
び
か
け

　

協
会
は
、
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
８
月
25

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
政
府
が
進
め
る
社
会
保

障
「
改
革
」
の
実
態
と
自
民
党
の
新
憲
法
草
案
の
狙
い

が
テ
ー
マ
。
参
院
選
後
の
歯
科
医
療
の
行
方
に
迫
る
。

戸
井
逸
美
政
策
部
長
が
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

政
府
の
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
は
12
日
、
８
月

に
ま
と
め
る
報
告
書
の
素
案

を
提
示
し
ま
し
た
。
年
金
の

支
給
開
始
年
齢
の
さ
ら
な
る

引
き
上
げ
を
例
に
、
社
会
保

障
費
を
抑
制
す
る
方
針
を
強

く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
の
論
議
で
は
、
▽
少

額
の
治
療
費
は
全
額
自
己
負

担
▽
70
歳
以
上
の
窓
口
負
担

を
２
割
に
▽
保
険
外
併
用
療

養
費
制
度
（
混
合
診
療
）
の

さ
ら
な
る
範
囲
拡
大
―
―
な

ど
、医
療
・
社
会
保
障
の
「
大

改
悪
」を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
参
院
選
後
に
一
気
に

浮
上
す
る
政
府
の
社
会
保
障

「
改
革
」
の
狙
い
を
追
及

し
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
の

動
向
や
歯
科
医
療
の
行
方
、

歯
科
技
工
問
題
を
検
証
し
ま

す
。
そ
の
上
で
、
会
員
の
先

生
方
と
共
に
歯
科
医
療
危
機

打
開
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る

政
策
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
民
改
憲
案
テ
ー
マ

に
上
脇
氏
が
講
演

　

午
前
の
部
で
は
、「
あ
な

た
は
自
民
党
の
新
憲
法
草
案

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
憲
法
学
者
の
上

脇
博
之
氏
（
神
戸
学
院
大
学

教
授
）
に
講
演
し
て
も
ら
い

ま
す
。
戦
後
68
年
が
経
と
う

と
す
る
な
か
、
日
本
と
ア
ジ

ア
の
人
々
に
甚
大
な
犠
牲
を

強
い
た
侵
略
戦
争
の
教
訓
に

立
っ
て
手
に
入
れ
た
憲
法
が

危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
の
新
憲
法
草
案

は
、
９
条
を
変
え
、「
国
防

軍
」
を
明
記
す
る
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
永
久
不
可
侵
の

権
利
と
定
め
た
基
本
的
人
権

や
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改

憲
の
思
惑
や
、
改
憲
の
発
議

要
件
を
規
定
し
た
96
条
の
改

定
を
先
行
す
る
狙
い
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
―
―
。
４
月
に

『
自
民
改
憲
案
Ｖ
Ｓ
日
本
国

憲
法
』
を
上
梓
し
た
上
脇
氏

に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
切
り
捨
て
や

９
条
改
憲
を
進
め
る
根
本
に

は
、
結
果
的
に
人
の
命
を
軽

視
す
る
政
治
が
あ
り
ま
す
。

命
と
健
康
を
守
る
医
療
人
に

は
相
容
れ
ま
せ
ん
。
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
政
府
に
社

会
保
障
切
り
捨
て
路
線
を
撤

回
さ
せ
、
現
憲
法
を
活
か

し
、
国
民
の
命
を
最
優
先
に

守
る
政
治
へ
の
転
換
を
求
め

て
い
く
契
機
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

協
会
は
、
大
阪
で
５
万
筆

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
の
実
現
を
求
め
る
請
願

署
名
へ
の
協
力
を
訴
え
よ
う

と
、
13
日
の
理
事
会
前
に
難

波
・
千
日
前
通
り
で
街
頭
宣

伝
に
取
り
組
ん
だ
。

　

小
澤
力
理
事
長
、
辻
本
勝

　

本
紙
８
月
５
日
付
は
15
日

付
と
の
合
併
号
と
し
て
発
行

し
ま
す
。
お
届
け
は
８
月
10

日
ご
ろ
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
協
会
は
８
月
13

日
か
ら
18
日
、
協
同
組
合
は

13
日
か
ら
16
日
ま
で
休
務
と

な
り
ま
す
。

副
理
事
長
、
伊
津
進
弘
理
事

・
相
談
役
ら
が
参
加
し
、「
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
９

割
以
上
の
人
が
『
保
険
の
き

く
範
囲
を
広
げ
て
ほ
し
い
』

と
答
え
て
い
ま
す
」
な
ど
と

訴
え
、署
名
を
呼
び
か
け
た
。

　

街
頭
で
は
、
生
活
苦
で
受

診
で
き
ず
、「
口
腔
崩
壊
」

に
至
っ
た
６
歳
児
の
事
例
を

パ
ネ
ル
で
掲
示
。
通
行
人
に

窓
口
負
担
軽
減
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
パ
ネ
ル
を
見
つ
め

て
い
た
男
性
は
、「
歯
医
者

に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
治
療

費
高
い
で
す
よ
ね
」
と
話

し
、
署
名
に
応
じ
た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
署

名
は
11
月
ま
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

サマーセミナー2013
８月25日（日）／M&Dホール

◆午前の部（10：00～12：00）
　 「あなたは自民党の新憲法草
案を知っていますか？」（仮）

　　講師：上脇博之氏
 （神戸学院大学教授）
◆午後の部（13：00～15：00）
　 「歯科医療の行方～選挙後、
社会保障はどう変わるか」

　　講師：政策部講師団
　「歯科技工問題を考える」
　　講師：政策部講師団
※ 会費：会員無料、定員：100人
※ 午前・午後ともに参加の場合
は、昼食（弁当）を用意します

お申し込みは、協会事務局まで
TEL 06-6568-7731

パネルを見て署名に協力する
男性＝13日、難波・千日前通り

「
保
険
で
良
い
歯
科
」　

署
名
に
協
力
く
だ
さ
い

　協会は①窓口負担の軽減②保険範囲
の拡大――をめざして「保険で良い歯
科医療」を求める請願署名に取り組ん
でいます。ご協力お願いします。

お
知
ら
せ


